
献血

お問い合わせ：献血推進課 推進係  ０４5－834－4619

ご予約について
ご予約

二次元コード

0120-80-9995
（平日９時～１７時）

55
のご協力を必要としています！

名様血液の使用、急増

10:00～12:00
11月16日日

13:15～16:00
湘南鎌倉総合病院 地上駐車場

お薬について
飲んでいても献血ができるお薬
はたくさんあります。お薬の名前
が分かればお調べします。
分からなくてもご相談ください。

献血で健康チェック！！
献血にご協力いただくと、健康診
断のような結果が無料で分かり
ます！ご自身の健康チェックに
献血をご活用ください！



輸血用血液の確保が厳しい状況が続いてます。
お一人でも多くの方のご協力が必要です。

血液の使用量と確保量が逆転しております。



献血にご協力頂くと
【健康状態】がわかります！

献血にご協力いただいた方々への感謝の気持ちとして、7項目の生化学検
査成績と8項目の血球計数検査成績についてお知らせしています。

★生化学検査７項目
検査項目 説明

肝臓に最も多く含まれる酵素です。肝細胞が破壊される
と血液中に流れ出すので、急性肝炎で最も多く上昇し、慢
性肝炎や脂肪肝（肥満）などでも上昇します。激しい運動
の後に一過性の上昇がみられることがあります。

ALT（GPT）

肝、胆道、膵、腎などに多く含まれる酵素です。上昇する
疾患は閉塞性黄疸、肝炎、アルコール性肝障害などです。
病気がなくても長期飲酒者では上昇することが多く、1カ
月くらい禁酒するとある程度正常化します。

γ-GTP

血清中には80種類以上の蛋白が含まれ、種々の機能を

持ち、生命維持に大きな役割を果たします。その総量を
総蛋白として測定しています。

TP
総蛋白

血清蛋白の50%以上を占めるアルブミンは、病気などで

栄養が悪くなると減少するため、健康診断のスクリーニン
グとして大きな意味があります。

ALB
アルブミン

血清蛋白はアルブミン（A）とグロブリン（G）に分けられ、そ

の比率は健康な人では一定の範囲にありますが、病気に
よってはその比率が変化（主として減少）してきます。

A/G
アルブミン対
グロブリン比

糖尿病の検査の一つです。過去2週間の血糖値が低い状

態が続いていると低下し、高い状態が続いていると上昇
します。糖尿病では標準値より上昇します。標準値範囲
内でも、15.6％以上の場合は注意が必要です。

GA
グリコアルブミン

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けている
と上昇します。また肝臓などで作られ、肝、胆道、腎、甲
状腺の病気でその値が上下することがあります。血清コ
レステロールが多くなると動脈硬化を起こしやすいとされ
ています。

CHOL
コレステロール



輸血の多くがガンや白血病といった
病気の治療に使用されています！！

献血した血液はどうなるの？

病気 
79.9％

疾病別輸血状況（令和３年東京都）※不詳は除く

悪性新生物

34.4%

循環器系

15.8%

その他の疾患

17.2%

消化器系 6.9%

筋骨格系及び結合組織 1.5%

腎尿路生殖器系 1.8%

妊娠・分娩 0.7%

損傷、中毒及びその他外因 2.3%

血液及び造血器

19.5%

病気の治療

80%

その他

20%

東京都福祉保健調べ

お一人でも多くの方の

ご協力と、周りの皆様へ
のお声がけをお願いいた

します。

現在は、他県から血液を
融通し、持ち堪えており
ます。
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